
令和 8 年 4 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

連携：新潟中央青果株式会社様：果樹農家様、他

新潟市東区竹尾4-493-1　パイプハウス

実施日程　通年連携

雪国レモンの栽培

利用者数　（作業時）3～7名

＜目的＞

＜成果＞

連携した結果に対する意見または評価・今後の連携強化に向けた課題など

不安の多かった夏場や冬場の栽培管理も、連携による栽培指導

により順調に取組むことができた。９月下旬には、少量ながら

も初めての収穫、出荷作業も経験し皆で手応えを共有した。

この経験と実績を【福祉事業所との連携の可能性】として発信

し続けていきたい。

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 新潟中央青果株式会社 担当者名 販売企画推進室　阿由葉

電話番号 025-250-7458 対象年度 令和7年度

地域連携活動の概要

地域、行政区、業種等の垣根を越えた広い連携により、栽培技

術、生産性向上のための指導を受けながら、新潟県産レモンを

育成。またそのブランド化を目的とした活動に積極的に参加さ

せていただくことで、生産活動収入の向上に繋げていく。

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 ファースト 事業所番号 1510102211

住　所 新潟市東区竹尾4丁目11-5 管理者名 髙橋　奈保子

様式１

新潟県産レモンのブランド化、生産量向上に向けてレモンの苗木125本の栽培を行っていただいております。

2024年に苗木を購入していただき、2025年は「栽培⇒管理⇒収穫⇒パッケージング⇒出荷（販売）」の行程を実行していただきました。

（雪国レモン倶楽部会員様には新潟中央青果（卸売市場）へ全量出荷をお願いしておりますが、事業所様にも確実に出荷をしていただきま

した。）

2026年も引き続き栽培手順に従って管理栽培を行っていただきたいと思います。

果樹は年々実の数量が増え、木も大きくなりますので徹底した管理をお願いします。

また「新潟県産レモン」の注目度が年々上がっており、需要と供給のバランスを保つためにも、事業所様には大口の産地として出荷をお願

いしたいと思います。


